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安積中（平野区）

11
月
度
生
涯
研
修　

抄
録

仲
野　

道
代
氏（
岡
山
大
学
学
術
研
究
院
医
歯
薬

学
域
（
歯
）
小
児
歯
科
学
分
野

）

乳
幼
児
か
ら
の
小
児
歯
科
臨
床

〜
口
腔
機
能
を
中
心
に
〜

日
時

10
月
24
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場　

東
洋
ビ
ル
４
Ｆ
大
会
議
室
（
堺
東
駅
下
車
徒
歩
３
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員

60
人

持
参
物　
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月
版
」

社
保
講
習
会　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
算
定
ポ
イ
ン
ト
〜

届
出
な
し
で
も
こ
れ
だ
け
あ
る
〜

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
講
習
会

日
時

10
月
24
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員

30
人
（
女
性
限
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

持
参
物　

「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月
版
」

気
軽
に
聞
け
る
・
わ
か
る

施
設
基
準
の
届
出
な
し
で
も
算
定
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

【
女
性
限
定
】
女
医
の
会
社
保
講
習
会

日
時

10
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

高
橋
慶
壮
氏
（
奥
羽
大
学
歯
学
部
歯
科
保
存
学
講
座

歯
周
病
学
分
野
教
授
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員

80
人

歯
周
外
科
治
療
を
日
常
診
療
に
取
り
込
も
う

【
会
員
対
象
】
10
月
度
生
涯
研
修

日
時

10
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
45
分

会
場　

О
М
М
ビ
ル
２
階
会
議
室

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員

50
人

持
参
物　
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月
版
」

難
解
２
０
２
４
診
療
報
酬
改
定
・
ポ
イ
ン
ト
解
説　

口
腔
機
能
管
理
（
小
児
・
高
齢
）、
初
期
・
根
面
う

蝕
管
理
、
Ｐ
重
防
・
Ｓ
Ｐ
Ｔ

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
北
河
内
地
区
社
保
講
習
会

専門家による
無料相談

法
律
相
談

11
月
11
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税
務
相
談

11
月
20
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談

11
月
21
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

　

口
腔
機
能
は
食
べ
る
・
話

す
・
呼
吸
す
る
・
笑
う
こ
と

が
４
大
機
能
で
あ
る
。
特
に

食
べ
る
機
能
に
つ
い
て
、
食

の
経
験
を
通
じ
て
摂
食
機
能

を
獲
得
し
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

小
児
歯
科
領
域
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
。
そ
し
て
正
常
な

口
腔
機
能
の
発
達
が
顎
・
歯

列
の
機
能
的
、
形
態
的
に
健

　

９
月
８
日
、
鹿
児
島
県
保

険
医
協
会
に
て
元
大
阪
府
保

険
医
協
会
次
長
の
尾
内
康
彦

氏
を
講
師
に
、
医
療
安
全
管

理
セ
ミ
ナ
ー
「
最
近
の
患
者

ト
ラ
ブ
ル
で
身
に
つ
け
て
お

く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
は
!?
特

に
ネ
ッ
ト
書
き
込
み
に
よ
る

患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法

等
」
が
開
催
さ
れ
た
。
私

は
、
保
団
連
を
通
じ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
参
加
し
た
。

　

保
団
連
で
は
、
全
国
の
会

員
向
け
に
、
各
都
道
府
県
の

講
習
会
を
適
宜
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
無
料
参
加
登
録
を
受
け

付
け
て
い
る
。
右
下
、「
保

団
連
研
究
会
交
流
サ
イ
ト
」

の
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

最
近
の
患
者
ト
ラ
ブ
ル
で

は
、
院
内
で
の
対
面
の
ク
レ

ー
ム
や
、
電
話
に
よ
る
ク
レ

ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
口
コ
ミ
な
ど
の
ネ
ッ
ト

上
で
の
書
き
込
み
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
激
増
し
て
い
る
。

実
際
の
治
療
に
対
す
る
不
満

を
投
稿
さ
れ
る
場
合
は
ま
だ

し
も
、
看
過
出
来
な
い
「
感

想
・

論
評
」
め
い
た
も
の

や
、
事
実
無
根
の
誹
謗
中
傷

と
い
う
べ
き
も
の
ま
で
、
更

に
は
患
者
を
装
っ
た
改
ざ
ん

業
者
も
加
わ
り
魑
魅
魍
魎
の

様
相
を
呈
し
て
き
た
。

　

今
春
４
月
18
日
に
、
開
業

医
ら
63
人
が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

を
相
手
取
っ
た
集
団
訴
訟
を

東
京
地
方
裁
判
所
に
提
起
し

た
。
も
は
や
個
人
的
な
対
応

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
レ

ベ
ル
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
の

意
義
を
「
相
手
が
巨
大
な
組

織
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
裁

判
で
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る

事
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、

そ
れ
で
も
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
側

に
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
変
化

を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
き
な
成
果
だ
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
原
告
団
の

１
人
が
会
見
で
語
っ
た
。

　

今
後
気
を
つ
け
る
べ
き
点

と
し
て
、
今
の
時
代
、
飲
食

業
・
観
光
業
・
理
美
容
業
を

始
め
、
当
然
だ
が
医
療
機
関

も
口
コ
ミ
を
書
か
れ
る
リ
ス

ク
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
で

は
、
誰
も
が
自
由
に
匿
名
で

口
コ
ミ
を
投
稿
で
き
る
為
、

悪
意
の
あ
る
コ
メ
ン
ト
（
無

言
の
★
星
一
つ
を
含
む
）
に

よ
り
、
い
つ
で
も
被
害
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
口
コ
ミ

で
の
低
評
価
を
恐
れ
て
、
必

要
以
上
に
患
者
さ
ん
の
言
い

な
り
に
な
る
必
要
は
な
い
。

　

２
０
１
９
年
12
月
25
日
に

出
さ
れ
た
通
知
（
医
政
発
１

２
２
５
第
４
号
）
に
よ
り
、

正
し
く
適
切
な
応
召
義
務
に

つ
い
て
、
医
療
機
関
の
開
設

管
理
者
は
理
解
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

全
な
状
態
へ
と
導
く
た
め
に

必
要
で
あ
る
。
平
成
30
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
（
歯
科
）

に
お
い
て
、
小
児
の
口
腔
機

能
発
達
不
全
症
に
対
し
て
歯

科
疾
患
管
理
料
：
小
児
口
腔

機
能
管
理
加
算
が
新
設
さ
れ

た
。
こ
れ
は
口
腔
機
能
の
発

達
不
全
を
認
め
る
小
児
の
う

ち
特
に
継
続
的
な
管
理
が
必

要
な
患
児
に
対
す
る
評
価
を

行
う
こ
と
に
対
し
て
算
定
す

る
。
咀
嚼
や
嚥
下
が
う
ま
く

で
き
な
い
、
構
音
の
異
常
、

あ
る
い
は
口
呼
吸
な
ど
が
口

腔
機
能
発
達
不
全
症
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
患
児
に
自
覚

症
状
は
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
長
く

続
い
た
場
合
に
は
、
顎
・
口

腔
の
歯
科
疾
患
の
発
症
に
つ

日
時

10
月
19
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

会
場　

江
坂
・
サ
ニ
ー
ス
ト
ン
ホ
テ
ル

講
師

西
村
英
紀
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
院
長
・

歯
学
府
長
・
歯
学
部
長
・
歯
周
病
学
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員

50
人

糖
尿
病
と
歯
周
病
の
医
科
歯
科
連
携

【
会
員
対
象
】
北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

ネット上の口コミ対処法

保
団
連
研
究
会
交
流
サ
イ
ト

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い・ 10月23日（水）19：00～21：00　第１回学術研究

会「今なぜオーラルフレイル（オラフ）を学ぶの
か？」／松島良次氏（東京歯科保険医協会理事）

・ 10月25日（金）20：15～21：30　政策学習会
「PFAS汚染にどう立ち向かうか？スーパーファン
ド法案を念頭に」／小泉昭夫氏（京都保健会社会健
康医学福祉研究所所長、京都大学名誉教授）

・ 10月26日（土）16：00～17：30　政策学習会「医
師は下働き？、医療費を削るのは楽？～今次改訂と
今の医療制度からみる政府の狙いと今後の展望～」
／本田宏氏（NPO法人医療制度研究会理事長）

・ 11月16日（土）19：00～21：00　歯科学術研究会
「口腔機能低下症に対する一つのアプローチ」／中
澤正博氏（中澤歯科医院院長）

当面のラインナップから（一部抜粋）
　

「
協
会
研
究
会
一
覧
」
に

は
、
臨
床
研
究
の
他
、
文
化

講
座
な
ど
多
種
多
様
な
研
究

会
・
講
習
会
を
掲
載
し
て
い

て
、
ど
な
た
で
も
閲
覧
可
能

で
す
。
申
込
用
フ
ォ
ー
ム
は

　

研
究
会
交
流
サ
イ
ト
は
、

各
地
の
保
険
医
協
会
・
保
険

医
会
が
主
催
す
る
ウ
ェ
ブ
研

究
会
・
講
習
会
に
参
加
で
き

る
「
相
互
利
用
」
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
研
究
会
・
講
習
会
が
相
互

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

登
録
無
料
の
保
団
連
情
報
サ

ー
ビ
ス
に
登
録
し
た
会
員
限

定
で
利
用
で
き
ま
す
。
研
究

会
・
講
習
会
の
情
報
を
保
団

連
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
配

信
し
て
い
ま
す
。

理
事
・
保
団
連
情
報
通
信
部　

森　

啓

ｅ
口
コ
ミ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ま
れ
た

場
合
、
事
実
に
基
づ
く
も
の

な
ら
ば
「
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の

返
信
機
能
」
を
使
い
、
対
応

す
る
こ
と
も
必
要
か
も
知
れ

な
い
が
、
中
に
は
精
神
疾
患

に
よ
る
服
薬
中
の
患
者
さ
ん

で
、
安
易
な
返
信
に
よ
り

「
火
に
油
を
注
ぐ
」
事
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
事
実
と
異
な
る
場

合
に
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
側

へ
削
除
申
請
す
る
事
も
必
要

で
あ
る
。
た
だ
し
間
違
っ
て

も
「
口
コ
ミ
削
除
サ
ー
ビ
ス

業
者
」
に
依
頼
し
て
は
い
け

な
い
。
高
額
な
手
数
料
を
請

求
さ
れ
た
後
、
音
信
不
通
に

な
る
事
も
多
々
あ
る
と
聞

く
。

　

協
会
は
、
尾
内
氏
を
招
い

て
講
習
会
を
開
催
す
る
事
も

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
際
に

は
是
非
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
が
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
対
し

て
は
乳
児
期
、
幼
児
期
、
そ

し
て
学
童
期
と
成
長
し
て
い

く
中
で
、
そ
の
患
児
に
と
っ

て
必
要
な
こ
と
を
適
切
な
時

期
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

本
講
演
で
は
、
口
腔
機
能

に
つ
い
て
の
お
話
を
中
心

に
、
私
自
身
が
日
常
の
診
療

で
頻
繁
に
遭
遇
す
る
小
児
の

症
例
へ
の
対
応
法
を
は
じ

め
、
小
児
の
歯
科
治
療
に
お

け
る
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
留
意

す
る
点
に
つ
い
て
も
お
話
し

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
レ
ポ
ー
ト

10月20日日
M＆Dホール

（大阪市浪速区幸町1-2-34）

入場無料
開　場 14：00
上映会 14：30-16：00
講演会 16：00-17：00

主催・問い合わせ
おおさか医科・歯科
九条の会
（TEL06-6568-7731）

上 映 会
映画「荒野に希望の灯をともす」

講 演 会
中山博喜氏

×

2024年

武力で平和は守れない 医師 中村哲 現地活動35年の軌跡

これは「生きるための」戦いだ。
アフガニスタンとパキスタンで、病や貧困に苦しむ人々に寄り添い続けた男、
医師・中村哲。戦火の中で病を治し、井戸を掘り、用水路を建設してきた。
なぜ医者が井戸を掘り、用水路を建設したのか？
その答えは、命を見つめ続けた中村の生き様の中にあり、
私たちはこの映画で中村が生きた、その軌跡をたどることになる。


